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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が流下可能な遊技領域を有する遊技盤と、前記遊技盤に配置される枠状の装飾枠
の内側に形成される表示窓を通して、遊技に係る演出図柄を変動・停止表示可能な表示画
面を有する演出表示装置と、遊技状況に応じて作動可能な役物ユニットとを備えた遊技機
において、
　前記役物ユニットは、
　モータを含む駆動機構と、
　遊技に係る遊技情報を表示可能な第１表示部を有し前記駆動機構により前記表示窓の上
辺の近傍に位置する待機位置から前記表示窓の下辺の近傍に位置して前記表示窓に出現す
る出現位置に移動可能な第１演出役物と、
　前記表示窓の前記下辺の近傍にあって、遊技に係る遊技情報を表示可能な第２表示部を
有し左右に並ぶ一対の第２演出役物とを含み、
　前記第１演出役物は、前記出現位置に移動した際、前記一対の第２演出役物間に介在し
、前記第１演出役物及び前記一対の第２演出役物が互いに一列に並び、
　前記第１演出役物は、前記表示画面をその前面に沿って縦断することで前記待機位置か
ら前記出現位置に移動し、
　前記一対の第２演出役物は、前記下辺の近傍で、かつ前記装飾枠の下部を形成する透明
部の裏側にあって、前記左右に並び、
　前記装飾枠における前記透明部の左右方向のほぼ中央部分に、下方へ凹む凹部を形成し
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、
　前記第１演出役物は、前記出現位置に移動した際、前記凹部に陥入することを特徴とす
る遊技機。
【請求項２】
　前記第１演出役物が出現位置に移動した際、前記第１演出役物の第１表示部及び前記一
対の第２演出役物の第２表示部に、前記表示画面に表示される演出図柄の表示内容に関連
する遊技情報を表示することを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機等の遊技機に係わり、特には可動可能な演出役物を備えた遊技機
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、パチンコ機等の遊技機においては、遊技盤の裏面側に配置される演出表示装置の
表示画面にキャラクタや数字等の演出図柄を表示すると共に、遊技状況に応じて表示画面
の前面に沿って移動可能な演出役物を出現させることで、表示画面への遊技者の注目度を
高めようとする試みが各種なされている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、遊技盤に上下方向へ移動可能な演出役物（導光板表示装置）
を設け、当該演出役物を、モータ等の電気的駆動源により、表示画面の前側から外れた領
域の上昇位置から表示画面の前側に位置する落下位置に移動させると共に、演出役物の表
示部に各種演出情報を表示させることによって、遊技中のサプライズ性（意外性）を醸し
出すようにした遊技機が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２３９８００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述のような遊技機においては、演出部材が単調に表示画面の前側を昇
降動作するだけであるため、サプライズ性に乏しいものである。
【０００６】
　本発明は、かかる課題に鑑みなされたものであって、複数の演出役物により遊技中のサ
プライズ性を高め、遊技の興趣を向上可能とした遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、第１の発明は、遊技球が流下可能な遊技領域を有する遊技盤
と、前記遊技盤に配置される枠状の装飾枠の内側に形成される表示窓を通して、遊技に係
る演出図柄を変動・停止表示可能な表示画面を有する演出表示装置と、遊技状況に応じて
作動可能な役物ユニットとを備えた遊技機において、前記役物ユニットは、モータを含む
駆動機構と、遊技に係る遊技情報を表示可能な第１表示部を有し前記駆動機構により前記
表示窓の上辺の近傍に位置する待機位置から前記表示窓の下辺の近傍に位置して前記表示
窓に出現する出現位置に移動可能な第１演出役物と、前記表示窓の前記下辺の近傍にあっ
て、遊技に係る遊技情報を表示可能な第２表示部を有し左右に並ぶ一対の第２演出役物と
を含み、前記第１演出役物は、前記出現位置に移動した際、前記一対の第２演出役物間に
介在し、前記第１演出役物及び前記一対の第２演出役物が互いに一列に並び、前記第１演
出役物は、前記表示画面をその前面に沿って縦断することで前記待機位置から前記出現位
置に移動し、前記一対の第２演出役物は、前記下辺の近傍で、かつ前記装飾枠の下部を形
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成する透明部の裏側にあって、前記左右に並び、前記装飾枠における前記透明部の左右方
向のほぼ中央部分に、下方へ凹む凹部を形成し、前記第１演出役物は、前記出現位置に移
動した際、前記凹部に陥入することを特徴とする。
【０００８】
　第２の発明は、第１の発明において、前記第１演出役物が出現位置に移動した際、前記
第１演出役物の第１表示部及び前記一対の第２演出役物の第２表示部に、前記表示画面に
表示される演出図柄の表示内容に関連する遊技情報を表示することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、第１演出役物が表示窓の上辺近傍に位置する待機位置から下辺近傍に
位置する出現位置まで大きく移動すると共に、第１演出役物が出現位置に移動した場合に
は、第１演出役物と第２演出役物とが一列に並ぶため、遊技中のサプライズ性を高め、遊
技の興趣を向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に係る遊技機の正面図である。
【図２】同じく遊技機の背面図である。
【図３】遊技機に係る主な構成要素の分解斜視図である。
【図４】遊技盤の正面図である。
【図５】遊技盤の斜視図である。
【図６】第１役物ユニットの分解斜視図である。
【図７】第１役物ユニットにおける第１上側役物サブユニットの要部の分解斜視図である
。
【図８】同じく要部の正面図である。
【図９】同じくスライダ部分の拡大正面図である。
【図１０】第１役物ユニットにおける第１下側役物サブユニットの正面図である。
【図１１】同じく第１下側役物サブユニットの作動状態の正面図である。
【図１２】第１上側演出役物及び第１下側演出役物が待機位置にある状態の第１役物ユニ
ットの正面図である。
【図１３】第１上側演出役物が第１出現位置に移動した状態の第１役物ユニットの正面図
である。
【図１４】第１上側演出役物が第２出現位置に移動した状態の第１役物ユニットの正面図
である。
【図１５】第２役物ユニットの斜め前方から見た状態の分解斜視図である。
【図１６】第２下側役物サブユニットの斜め後方から見た状態の分解斜視図である。
【図１７】第２下側演出役物が待機位置にある状態の第２下側役物サブユニットの背面図
である。
【図１８】第２下側演出役物が第１出現位置に移動した状態の第２下側役物サブユニット
の背面図である。
【図１９】第２下側演出役物が第２出現位置に移動した状態の第２下側役物サブユニット
の背面図である。
【図２０】第２上側役物サブユニットの斜め後方から見た状態の分解斜視図である。
【図２１】第２上側演出役物が待機位置にある状態の第２上側役物サブユニットの正面図
である。
【図２２】第２上側演出役物が出現位置に移動した状態の第２上側役物サブユニットの正
面図である。
【図２３】第２上側演出役物及び第２下側演出役物がそれぞれ待機位置にある状態の第２
役物ユニットの正面図である。
【図２４】第２上側演出役物が出現位置及び第２下側演出役物が第１出現位置にそれぞれ
移動した状態の第２役物ユニットの正面図である。
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【図２５】第２上側演出役物が待機位置にあって、第２下側演出役物が第２出現位置に移
動した状態の第２役物ユニットの正面図である。
【図２６】第１、２上側演出役物及び第１、２下側演出役物の全てが待機位置にある状態
の遊技盤の正面図である。
【図２７】第２上側演出役物が出現位置、第２下側演出役物が第１出現位置にそれぞれ移
動した状態の遊技盤の正面図である。
【図２８】第２上側演出役物が出現位置、第２下側演出役物が第１出現位置にそれぞれ移
動した状態のとき、さらに第１上側演出役物が第１出現位置に移動した状態の遊技盤の正
面図である。
【図２９】第２上側演出役物が出現位置、第２下側演出役物が第１出現位置にそれぞれ移
動した状態のとき、さらに第１上側演出役物が第２出現位置に移動した状態の遊技盤の正
面図である。
【図３０】第１上側演出役物及び第２下側演出役物がそれぞれ第２出現位置に移動した状
態の遊技盤の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を実施するための一実施形態を添付図面を参照しながら詳述する。なお、
以下の実施形態は本出願の特許請求の範囲に係る発明を限定するものではなく、実施形態
の中で説明される特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【００１４】
　なお、以下の説明において遊技機の各部の左右方向は、その遊技機の正面に対面する者
にとっての左右方向に合わせて説明する。
【００１５】
（遊技機１）
　図１に示すように、本実施形態の遊技機１は、遊技場の島設備に設置される矩形枠状の
機枠２と、当該機枠２の左枠部に図示略の蝶番により鉛直軸回りに開閉自在に取り付けら
れる本体枠３と、当該本体枠３の内側に装着され後述の遊技盤１００を含む遊技盤ユニッ
ト５０と、当該遊技盤ユニット５０の前側にあって、機枠２の左枠部に鉛直軸回りに開閉
自在に取り付けられ、遊技盤１００の前面を遊技者が透視し得るようなガラス窓４ａが設
けられたガラス扉４と、本体枠３の下側に開閉自在に設けられ、遊技球を貯留するための
受皿６を形成する前面装飾板５と、当該前面装飾板５の後側に設けられ受皿６に貯留され
ている遊技球を導入して遊技盤１００の後述の遊技領域１０１へ向けて発射するための図
示略の発射装置と、前面装飾板５の前面右部に設けられ遊技球を遊技領域１０１へ打ち出
す際に操作される発射ハンドル７と、前面装飾板５の後側に設けられ遊技状況に応じた効
果音を出力するスピーカ８と、ガラス扉４の前側に設けられ遊技の状況に応じて点灯、消
灯及び点滅する照明演出を行う図示略の複数のランプとを備える。
【００１６】
　図２に遊技機１の背面側を示すように、さらに遊技機１は、遊技全体を統括して制御す
るための主制御装置１０及び当該主制御装置１０の命令に基づいて演出に係る制御を行う
ための副制御装置２０と、賞球された球を受皿６に払い出すための賞球払出装置３１と、
当該賞球払出装置３１及び発射装置を制御するための払出発射制御装置３０と、各種電気
部品に電力を供給するための電源装置４０と、例えば液晶ディスプレイからなる演出表示
装置１５０とがそれぞれ設けられる。なお賞球とは、入賞に対する賞品として払い出され
る遊技球（賞品球あるいは賞球球ともいう）を指し、賞品球が払い出されることを賞球す
るという。
【００１７】
　演出表示装置１５０は、前側を向く表示画面１５０ａ（図３参照）に遊技に係わる情報
の各種キャラクタや数字等で構成される演出図柄を変動、停止表示すると共に、そのとき
の遊技状態に応じた動画を表示することによって遊技を盛り上げる演出を行う。
【００１８】
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　主制御装置１０、副制御装置２０及び払出発射制御装置３０は、何れもＣＰＵと、コン
ピュータプログラム及び遊技処理に必要なデータを格納したＲＯＭと、ＣＰＵがＲＯＭに
格納されたコンピュータプログラムに従って処理を行うための一時記憶領域であるＲＡＭ
とを備えるマイクロコンピュータにより構成される。
【００１９】
（遊技盤ユニット５０）
　図３に示すように、遊技盤ユニット５０は、前面に遊技球が流下可能な遊技領域１０１
を形成する遊技盤１００と、遊技盤１００の後面に固定される不透明な装飾板２００と、
当該装飾板２００の後側に配置される第１役物ユニット３００と、当該第１役物ユニット
３００の後側に配置される第２役物ユニット４００と、第１、２役物ユニット３００、４
００を後側から覆うように固定し、遊技盤１００の後側に固定されるセット板５００とを
含む。
【００２０】
　セット板５００の裏側には、演出表示装置１５０が配置される。演出表示装置１５０の
表示画面１５０ａに表示される演出図柄１０００（図４参照）は、遊技盤１００のほぼ中
央部に設けられた表示窓１０３、装飾板２００の開口部２１０、第１役物ユニット３００
、第２役物ユニット４００及びセット板５００の開口部５１０を通して遊技機１の前方か
ら遊技者が視認可能である。
【００２１】
（遊技盤１００）
　図４、５に示すように、遊技盤１００は、アクリル樹脂等の透明な合成樹脂板により正
面視ほぼ方形に形成されると共に、前面には、内外のガイドレール１０２、１０２によっ
て包囲される円形（楕円形を含む）の遊技領域１０１が形成される。受皿６に貯留される
遊技球は、発射ハンドル７が回転操作されると、発射装置から発射されて、内外のガイド
レール１０２、１０２により図４に示す矢印Ｘ方向へ誘導されて、遊技領域１０１の左上
部から遊技領域１０１内に打ち込まれて流下する。
【００２２】
　遊技盤１００の遊技領域１０１には、そのほぼ中央部に正面視で枠状の装飾枠１０５が
設けられる。当該装飾枠１０５により囲まれる内側には、演出表示装置１５０の表示画面
１５０ａに表示される演出図柄１０００を遊技機１の前方から視認可能とする遊技盤１０
０の表示窓１０３が形成される。なお、遊技盤１００における表示窓１０３以外の領域は
、遊技盤３の前側から遊技機１の内部構造が見えないように、遊技盤１００の後面に不透
明の装飾板２００が固定されることによって模様、彩色等が施される。
【００２３】
　さらに、遊技領域１０１には、表示窓１０３以外の領域にあって、遊技領域１０１に打
ち込まれた遊技球の流下方向を変化させる図示略の多数の釘及び風車１０４と、表示窓１
０３の下方にあって、遊技領域１０１を流下する遊技球のうち装飾枠１０５の左側部に設
けられたワープ孔１０６に進入したワープ球（遊技球）を導入して左右及び前後方向へ転
動可能とするステージ１０７と、当該ステージ１０７の下方にあって、遊技領域１０１を
流下する遊技球及びステージ１０７から落下したワープ球が入賞可能な始動入賞口１０８
と、遊技者にとって相対的に不利な第１状態（遊技球が入賞不能な閉鎖状態）と遊技者に
とって相対的に有利な第２状態（遊技球が入賞可能な開放状態）とに変化可能な開閉板を
有する大入賞装置１０９と、遊技領域１０１の右領域を流下する遊技球が通過可能なスル
ーチャッカ１１０と、遊技領域１０１を流下する遊技球が入賞可能な複数の一般入賞口１
１１と、遊技状態が特定の遊技状態に移行した場合のみ、遊技領域１０１の右領域を流下
する遊技球が入賞し得るように開放可能な特別入賞装置１１５と、遊技領域１０１に打ち
込まれた遊技球のうち始動入賞口１０８、大入賞装置１０９及び特別入賞装置１１５等の
入賞口に入賞しなかったアウト球を遊技盤１００の裏面側に排出するアウト口１１２等が
設けられる。
【００２４】
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　さらには、遊技領域１０１における装飾枠１０５の下部には、ワープ孔１０６に進入し
たワープ球（遊技球）をステージ１０７上に誘導する誘導路を形成する装飾枠１０５の下
部を形成する前後の透明案内壁１１３ａ、１１３ｂが形成される。後の透明案内壁１１３
ｂは、ワープ球が壁を飛び越えて表示窓１０３内に入り込むことがないような高さに形成
され、かつ中央部分には、図５から理解できるように、ステージ１０７上を上方から覆い
被さるように前方へ突出し、かつ下方へ凹んだ凹部１１３ｃが形成される。
【００２５】
　主制御装置１０は、始動入賞口１０８への入賞による遊技球の検出に基づいて内部で発
生させた乱数に応じて、リーチ、大当たり、確率変動、外れ等の判定、及び副制御装置２
０へ各種コマンドを送信して遊技機１の全体制御を行う。
【００２６】
　副制御装置２０は、主制御装置１０から送信されるコマンドに基づいて演出表示装置１
５０を制御するための図示略の表示制御装置へコマンドを送信すると共に、各種ランプの
点滅制御、スピーカ８から出力する効果音の制御を行い、さらに第１役物ユニット３００
及び第２役物ユニット４００の各種モータを制御することによって、図３に示す後述の第
１上側演出役物３１０、左右の第１下側演出役物３２０、左右の第２下側演出役物４２０
及び第２上側演出役物（４３０ａ、４３０ｂ）の演出制御を行う。また、表示制御装置は
、副制御装置２０から送信されるコマンドに基づいて、演出表示装置１５０の表示を制御
する。
【００２７】
　より具体的には、演出表示装置１５０の表示画面１５０ａに表示される演出図柄１００
０の変動態様は、主制御装置１０が副制御装置２０に送信する変動パターンコマンド（リ
ーチ、大当り、外れの際に表示画面１５０ａに表示される演出図柄の変動態様を指示する
コマンド）によって選択・決定される。主制御装置１０は、表示画面１５０ａに表示され
る演出図柄１０００の変動態様を指示する変動パターンコマンドと、演出図柄１０００の
停止図柄の組み合わせを指示する演出図柄指定コマンドとを副制御装置２０に送信する。
副制御装置２０は、変動パターンコマンドと、当該変動パターンコマンドと演出図柄指定
コマンドとに基づいて作成した表示用コマンドとを表示制御装置に送信する。変動パター
ンコマンドを受信した表示制御装置は、演出表示装置１５０に対して、変動パターンコマ
ンドで指定される変動時間の間、指定の演出動作を行うことを指示する。
【００２８】
　なお、「リーチ」とは、複数の図柄列（通常は３列）から構成される演出図柄１０００
を用い、２列の図柄列を先に停止させ、既に停止表示されている表示結果が当たり図柄（
同一の図柄）の組み合わせ（大当たり図柄の組み合わせ）となる条件を満たして最終停止
図柄の停止に期待をもたせる演出のことであり、また「リーチアクション」とは、「リー
チ」時の一連の演出のことである。
【００２９】
　受皿６に貯留されている遊技球が発射装置により発射され、遊技領域１０１に打ち込ま
れた遊技球が始動入賞口１０８に入賞すると、これを契機に、主制御装置１０により実行
される抽選の結果、所定の変動パターンに基づいて、演出表示装置１５０の表示画面１５
０ａに演出図柄１０００を所定の演出態様で表示演出を行い、「リーチ」状態になった場
合には、第１上側演出役物３１０、左右の第１下側演出役物３２０、左右の第２下側演出
役物４２０または第２上側演出役物（４３０ａ、４３０ｂ）を表示画面１５０ａの前側に
出現させる等の「リーチアクション」演出を行う。そして、変動時間経過後に所定の演出
図柄１０００の組合せ、例えば、左、中、右図柄に同一の図柄が揃って停止表示して確定
表示した場合には、大当り状態を生起させて、「リーチアクション」と異なる演出で第１
上側演出役物３１０、左右の第１下側演出役物３２０、左右の第２下側演出役物４２０ま
たは第２上側演出役物（４３０ａ、４３０ｂ）を作動させると共に、大入賞装置１０９を
第１状態から第２状態に変化させる。
【００３０】



(7) JP 6095448 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

　大入賞装置１０９は、遊技が大当り遊技状態となって第２状態に変化すると、前面に設
けた開閉板が開放し、大入賞装置１０８内に設けた図示略の入賞センサは、遊技球が１０
個入賞したことを検知するか、または開閉板が開放してから３０秒が経過すると閉鎖する
。また開放している最中、大入賞装置１０９内に設けた図示略の特定領域センサが遊技球
の入賞を検出した場合には、開閉板が閉鎖後に再度開放する。これを最大１５回まで繰返
し可能に設定してある。これにより、大当り遊技状態のときには、第２状態にある大入賞
装置１０９に多数の遊技球が入賞可能となり、賞球払出装置３１から賞球として大量の遊
技球が短時間に受皿６に払い出される。
【００３１】
（第１役物ユニット３００）
　図３に示すように、第１役物ユニット３００は、遊技盤１００の裏面に固定される装飾
板２００の裏面と第２役物ユニット４００の前面との間に配置され、矩形枠状のベース部
材３３０と、当該ベース部材３３０の上側に配置される第１上側役物サブユニット３０１
と、ベース部材３３０の下部に配置される左右の第１下側役物サブユニット３０２とを備
える。
【００３２】
　なお、第１役物ユニット３００は、一部構成を除いて左右対称の構成であるので、以下
の説明においては、左右対称部分については左側の構成について記載し、右側の構成につ
いては必要に応じて省略するか、または括弧内に記載する。
【００３３】
（第１上側役物サブユニット３０１）
　図３、６に示すように、第１上側役物サブユニット３０１は、演出表示装置１５０の表
示画面１５０ａの前面に沿って上下動可能な正面視ハート状の第１上側演出役物３１０と
、ベース部材３３０の左右両側に左右の縦プレート３３２を介して固定される上下方向を
向く左右のガイド棒３３４、３３４と、左右のガイド棒３３４、３３４により上下方向へ
移動可能に支持されると共に、第１上側演出役物３１０の後側に固定される左右方向へ長
い連結プレート３４０及び装飾プレート３５０と、第１上側演出役物３１０を動作させる
動力を出力可能な左右の第１上側駆動機構３６０、３６０と、左右の第１上側駆動機構３
６０、３６０の動力を第１上側演出役物３１０に伝達するための左右の可動アーム３７０
、３７０とを有する。
【００３４】
　図３、６に示すように、第１上側演出役物３１０は、演出図柄１０００に関連する演出
情報（例えば０～９の数字）または遊技状態に係る遊技情報を表示可能な例えば７セグメ
ントＬＥＤにより構成される表示部３１２を有し、図７に示すように、裏面側には左右の
可動アーム３７０がそれぞれ連結される左右方向を向く左右の長孔３１１が設けられる。
【００３５】
　後述するように、左右の可動アーム３７０が下方へ所定角度回転すると、第１上側演出
役物３１０は、表示窓１０３の上辺１０３ａ近傍で、かつ上辺１０３ａよりも上側の表示
窓１０３外へ退避して装飾枠１０５の上部分の後側に隠れて遊技者から実質的に視認不能
な待機位置（例えば図１２に示す位置）から降下し表示画面１５０ａの前面のほぼ中央部
分に移動することで表示窓１０３内に出現して遊技者が視認可能な第１出現位置（例えば
図１３に示す位置）、及び第１出現位置よりも降下し表示窓１０３の下辺１０３ｂ近傍ま
で移動して遊技者が視認可能な第２出現位置（図１４に示す位置）、及びその逆へ移動し
て各位置に停止する。すなわち、第１上側演出役物３１０は、待機位置から第２出現位置
またはその逆へ移動する場合には表示画面１５０ａを上から下または下から上へ向けて縦
断するような演出動作を行う。
【００３６】
　なお、表示窓１０３の上辺１０３ａは、装飾枠１０５によりその内側に形成される表示
窓１０３、すなわち開口の上縁であって、下向きの縁部分を指し、同じく下辺１０３ｂは
、装飾枠１０５の下部を形成する透明案内壁１１３ｂにおける凹部１１３ｃの底縁を含む
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上向きの縁部分を指す。
【００３７】
　図６に示すように、連結プレート３４０は、強度的に優れた金属板により形成されると
共に、重量軽減を図るため表面には所定の模様を呈する打抜き加工が施され、長手方向の
中央部が第１上側演出役物３１０の裏面側に固定される。連結プレート３４０の左端部は
、左右方向へ遊びが生じないようにスライダ３３６を介して左のガイド棒３３４に上下方
向へ移動可能に支持され、また同じく右端部は、左右方向へ遊びが生じるようにスライダ
３３８を介して右のガイド棒３３４に上下方向へ移動可能に支持される。
【００３８】
　図９に示すように、左のスライダ３３６は、連結プレート３４０の左端部に固定され、
ガイド棒３３４が前後方向へがた付き（遊び）が実質的に生じないようにスライド可能に
挿入されるケース３３６ａと、ケース３３６ａ内に前後方向を向く軸回りに回転可能に枢
支される４個のローラ３３６ｂとを含んで構成される。４個のローラ３３６ｂのうち左側
の上下２個のローラは、ケース３３６ａの上下動に伴ってガイド棒３３４の左側を向く面
に接触しつつ回転可能であり、また４個のローラ３３６ｂの右側の上下２個のローラは、
左側の上下２個のローラとにより、ガイド棒３３４を左右方向から挟み込むことにより、
ケース３３６ａがガイド棒３３４に対して相対的に左右方向へがた付き（遊び）が実質的
に生じないように、ガイド棒３３４の右側を向く面に接触しつつ回転可能である。
【００３９】
　右のスライダ３３８は、連結プレート３４０の右端部に固定され、ガイド棒３３４が左
右方向へがた付き（遊び）があり、前後方向へがた付き（遊び）が実質的にないようにス
ライド可能に挿入されるケース３３８ａにより構成される。
【００４０】
　上述のように、第１上側演出役物３１０を支持した連結プレート３４０を左右のガイド
棒３３４に上下動可能に支持することにより、連結プレート３４０の左右両端部を前後方
向へのがた付きを抑止しつつ、部品精度等により生じるスティックスリップ現象（物体が
ある面上で滑ったり、引っ掛かったりを繰り返す現象）を防止して、連結プレート３４０
の上下動を円滑して、第１上側演出役物３１０の円滑な上下動を可能にすることができる
。
【００４１】
　装飾プレート３５０は、連結プレート３４０にその表面を装飾するように固定されると
共に、長手方向中央部が連結プレート３４０と共に第１上側役物３１０の裏面側に固定さ
れる。図６、７に示すように、連結プレート３４０及び装飾プレート３５０には、第１上
側演出役物３１０の左右の長孔３１１に対向する左右の長孔３４１及び３５１がそれぞれ
設けられる。
【００４２】
　第１上側演出役物３１０は、連結プレート３４０が左右のガイド棒３３４に案内されて
上下方向へ移動することにより、演出表示装置１５０における表示画面１５０ａの前面に
沿って上下方向へ移動する。
【００４３】
　可動アーム３７０は、左側の端部（右の可動アーム３７０においては右側の外端部）が
前後方向の軸３７１により第１上側駆動機構３６０のケース３６１に枢支されると共に、
主に図７に示すように、右側の先端部（右の可動アーム３７０においては左側の先端部）
に設けた前向軸部３７２が第１上側演出役物３１０の長孔３１１、また同じく後向軸部３
７３が連結プレート３４０の長孔３４１及び装飾プレート３５０の長孔３５１にそれぞれ
回転かつ左右方向へスライド可能に挿入係合されることで、第１上側演出役物３１０及び
連結プレート３４０に連結される。
【００４４】
　図８に示すように、可動アーム３７０における端部には、回転中心（軸３７１）よりも
若干先端部寄りにあって、可動アーム３７０の長手方向へ延伸する長孔３７４が設けられ
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る。長孔３７４には、後述のように、第１上側駆動機構３６０の出力平歯車３６７が連結
される。
【００４５】
　可動アーム３７０の表面には、第１上側演出役物３１０が第１または第２出現位置に移
動した際、第１上側演出役物３１０の左右及び演出表示装置１５０の表示画面１５０ａの
前面を装飾するような模様及び彩色が施される
【００４６】
　可動アーム３７０は、第１上側演出役物３１０が待機位置に停止している場合には右斜
め上方（右の可動アーム３７０においては左斜め上方）を向く待機位置（図１２に示す位
置）、第１上側演出役物３１０が第１出現位置に停止している場合には待機位置から下方
へほぼ４５度回転してほぼ水平方向を向く第１上側演出役物３１０の第１出現位置に対応
する第１作動位置（図１３に示す位置）、また第１上側演出役物３１０が第２出現位置に
停止している場合には第１作動位置からさらに下方へほぼ４５度回転して右斜め下方（右
の可動アーム３７０においては左斜め下方）へ向く第１上側演出役物３１０の第２出現位
置に対応する第２作動位置（図１４に示す位置）にそれぞれ停止する。
【００４７】
　図８、１２～１４に示すように、第１上側駆動機構３６０は、ベース部材３３０の前面
に固定されるケース３６１（図８においては、第１上側駆動機構３６０の内部構造を明示
するため省略）と、ケース３６１に固定されるモータ３６２と、ケース３６１に前後方向
を向く軸３６３により枢支され、モータ３６２の出力軸に固着されたピニオンギヤ３６４
に噛合して回転可能な中間平歯車３６５と、ケース３６１に前後方向を向く軸３６６によ
り枢支され、中間平歯車３６５に噛合して回転可能な出力平歯車３６７とを含んで構成さ
れる。なお、本実施形態におけるモータ３６２にはステッピングモータが採用される。
【００４８】
　特に図８に明示されるように、出力平歯車３６７は、回転中心から遠心方向へ延伸し、
かつ先端部の回転面に後方へ突出する連結軸部３６７ａを形成したアーム部３６７ｂを有
し、第１上側駆動機構３６０が非作動状態にあるときにはアーム部３６７ｂが左斜め上方
（右の第１上側駆動機構３６０においては右斜め上方）を向く可動アーム３７０の待機位
置に対応する待機位置（図８、１２に示す位置）に停止している。第１上側駆動機構３６
０が非作動状態にある状態において、モータ３６２が正転すると、出力平歯車３６７は、
待機位置（図８、１２に示す位置）から時計方向（右の第１上側駆動機構３６０において
は反時計方向）へほぼ１２０度回転し可動アーム３７０の第１作動位置に対応する第１作
動位置（図１３に示す位置）に移動して停止する。出力平歯車３６７が第１作動位置に停
止している状態において、さらに、モータ３６２が正転すると、出力平歯車３６７は、第
１作動位置から時計方向（右の第１上側駆動機構３６０においては反時計方向）へほぼ９
０度回転し可動アーム３７０の第２作動位置に対応する第２作動位置（図１４に示す位置
）に移動して停止する。そして、出力平歯車３６７が第２作動位置にある状態でモータ３
６２が逆転すると、出力平歯車３６７は、第２作動位置から待機位置に戻って停止する。
【００４９】
　出力平歯車３６７の連結軸部３６７ａは、可動アーム３７０の長孔３７４に回転かつそ
の長手方向へスライド可能に係合される。詳細には、図８に示すように、可動アーム３７
０が待機位置にあって、第１上側演出役物３１０が待機位置に停止している状態において
は、可動アーム３７０の回転中心（軸３７１）と連結軸部３６７ａとを結んだ直線ａ（図
８参照）と、出力平歯車３６７の回転中心（軸３６６）と連結軸部３６７ａとを結んだ直
線ｂ（図８参照）とが互いにほぼ直角となるように、連結軸部３６７ａが可動アーム３７
０の長孔３７４に係合される。これにより、第１上側演出役物３１０及び可動アーム３７
０がそれぞれ待機位置にある場合、第１上側演出役物３１０、可動アーム３７０及びその
他の要素の自重は、可動アーム３７０に対して軸３７１を中心として下方へ回転させよう
とする力として作用するが、可動アーム３７０に作用する力のモーメントの作用線は、出
力平歯車３６７の回転中心（軸３６６）を向く方向、すなわち直線ｂの方向と同じ方向と
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なるため、出力平歯車３６７に対しては回転モーメントが作用しない。したがって、特別
なブレーキ部品等を使用しないで、第１上側演出役物３１０を簡単な構造で確実に待機位
置に停止保持させることができる。さらには、第１上側演出役物３１０を待機位置に保持
するときには、モータ３６２をブレーキとして励磁させる必要がないため、ノイズ発生を
可及的に抑制してハードウェアへの影響を減少させると共に、省電力化を図ることが可能
となる。
【００５０】
（第１下側役物サブユニット３０２）
　図６、１０及び図１１に示すように、左右の第１下側役物サブユニット３０２は、正面
視ハート形状で、第１上側演出役物３１０よりも小型の第１下側演出役物３２０と、ベー
ス部材３３０の下部前面に配置される第１下側駆動機構３８０とを備える。
【００５１】
　第１下側演出役物３２０は、前面に演出表示装置１５０の表示画面１５０ａに表示され
る演出図柄１０００に関連する演出情報、例えば０～９の数字、または遊技状態に係わる
遊技情報を表示可能な例えば７セグメントＬＥＤにより構成される表示部３２２を有し、
第１下側駆動機構３８０の動力により後述のように上下動を行う。
【００５２】
　図１０、１１に明示されるように、第１下側駆動機構３８０は、ベース部材３３０の下
部前面に固定されるケース３８１と、ケース３８１の裏面に固定されるモータ３８２と、
長手方向の中間部が前後方向を向く軸３８３ａによりケース３８１に枢支されるセクタギ
ヤ３８３と、左端部（右の第１下側駆動機構３８０においては右端部）が前後方向を向く
軸３８５ａによりケース３８１に枢支される第１リンク３８５と、第１リンク３８５の下
方にあって、左端部（右の第１下側駆動機構３８０においては右端部）が前後方向を向く
軸３８６ａによりケース３８１に枢支され、第１リンク３８５と共に平行リンク機構を構
成する第２リンク３８６とを含んで構成される。
【００５３】
　セクタギヤ３８３は、モータ３８２の出力軸に固着されたピニオンギヤ３８４に噛合し
、モータ３８２の回転により軸３８３ａを中心に上下方向へ所定角度回転する。
【００５４】
　第１リンク３８５は、右端部（右の第１下側駆動機構３８０においては左端部）が前後
方向を向く軸３８５ｂにより第１下側演出役物３２０の下部に回転可能に連結される。第
２リンク３８６は、右端部（右の第１下側駆動機構３８０においては左端部）が前後方向
を向く軸３８６ｂにより第１下側演出役物３２０の下部に回転可能に連結され、中間部が
前後方向を向く軸３８６ｃによりセクタギヤ３８３の右端部（右の第１下側駆動機構３８
０においては左端部）に回転可能に連結される。これにより、第１下側演出役物３２０は
、第１リンク３８５、第２リンク３８６により構成される四節リンク機構によって、ケー
ス３８１に上下方向へほぼ直線移動可能に支持される。
【００５５】
　モータ３８２が正転した場合には、当該正転は、ピニオンギヤ３８４、セクタギヤ３８
３、第２リンク３８６を介して第１下側演出役物３２０に伝達される。これにより、第１
下側演出役物３２０は、モータ３８２の正転により、セクタギヤ３８３が図１０に示す位
置から反時計方向（右の第１下側駆動機構３８０においては時計方向）へ所定角度回転す
ると、四節リンク機構により、図１１に示す位置まで上方し、また図１１に示す状態から
モータ３８２の逆転により、セクタギヤ３８３が時計方向（右の第１下側駆動機構３８０
においては反時計方向）へ所定角度回転すると、四節リンク機構により図１０に示す位置
に降下する。
【００５６】
（第１役物ユニット３００の演出）
　通常遊技状態においては、図１２に示すように、第１上側演出役物３１０は、待機位置
にあって遊技盤１００の装飾枠１０５の後側に隠れて遊技者から実質的に視認不能な状態
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にある。可動アーム３７０、連結プレート３４０及び装飾プレート３５０も遊技盤１００
の表示窓１０３外に退避して遊技者から実質的に視認不能な位置にある。
【００５７】
　また、左右の第１下側演出役物３２０は、遊技盤１００の表示窓１０３の下側に位置し
ているが、装飾枠１０５の下部を形成する透明案内壁１１３ｂの真後ろに位置しているた
め、透明案内壁１１３ａ、１１３ｂを透して視認可能な状態にある。
【００５８】
　したがって、通常遊技状態において、第１役物ユニット３００に係る要素は、左右の第
１下側演出役物３２０のみが透明案内壁１１３ａ、１１３ｂを透して視認可能であるだけ
で、他の要素は遊技者から実質的に視認不能であり、演出表示装置１５０の表示画面１５
０ａに表示される演出図柄１０００の視認を遮る要素は存在しない。
【００５９】
　通常遊技状態において、遊技領域１０１に打ち込まれた遊技球が始動入賞口１０８に入
賞し、これを契機に実行される主制御装置１０の抽選の結果、「リーチ」が発生し、リー
チ演出状態に移行すると、副制御装置２０は、第１上側駆動機構３６０のモータ３６２が
所定数正転するための制御コマンドを送信し、モータ３６２を正転制御する。
【００６０】
　第１上側演出役物３１０は、モータ３６２の正転による可動アーム３７０の下方への回
転に伴って、待機位置から降下し図１３に示すように表示画面１５０ａの前面のほぼ中央
部に位置する第１出現位置に移動して停止する。第１上側演出役物３１０が第１出現位置
にあるときには、モータ３６２に所定の励磁信号を送信して、第１上側演出役物３１０が
自重で落下しないようにモータ３６２を制御する。
【００６１】
　第１上側演出役物３１０が第１出現位置に停止した状態においては表示画面１５０ａの
ほぼ中央部に位置しているため、表示画面１５０ａに表示されている左中右の演出図柄１
０００のうち中の演出図柄は、第１上側演出役物３１０により隠されて遊技者から実質的
に視認不能となる。その代わりに、中の演出図柄に相当する演出情報を第１出現位置に停
止している第１上側演出役物３１０の表示部３１２に表示させる等の演出表示が行われる
。
【００６２】
　さらに、「リーチ」状態が発展して大当りが確定した場合には、モータ３６２が正転制
御され、第１上側演出役物３１０は、第１出現位置からさらに降下し図１４に示す第２出
現位置に移動して停止する。第１上側演出役物３１０が第２出現位置に移動した状態にお
いては、第１上側演出役物３１０が表示画面１５０ａの演出図柄１０００が表示される表
示領域から外れた領域で透明案内壁１１３ｂの凹部１１３ｃに陥入する。この結果、第１
上側演出役物３１０は、左右の第１下側演出役物３２０間にあって、左右の第１下側演出
役物３２０と共に互いに左右方向へ一列に並ぶ。そして、左右方向へ一列に並んだ第１上
側演出役物３１０及び第１下側演出役物３２０のそれぞれの表示部３１２、３２２には、
演出表示装置１５０の表示画面１５０ａに確定表示される演出図柄１０００、またはその
ときの大当り係る各種情報が表示される。
【００６３】
（第２役物ユニット４００）
　図３に示すように、第２役物４００ユニットは、第１役物ユニット３００の後側に配置
され、さらに図１５にも示されるように、正面視矩形枠状のベース部材４１０と、ベース
部材４１０の下部前面に配置され、遊技盤１００の表示窓１０３の下側から当該表示窓１
０３内に出現して遊技の高揚感を演出する左右の第２下側演出役物４２０を有する第２下
側役物サブユニット４０１と、ベース部材４１０の上部前面に配置され、遊技盤１００の
表示窓１０３の上側から当該表示窓１０３内に出現して第２下側演出役物４２０と協動し
て遊技の高揚感を演出する第２上側演出役物中央部４３０ａ及び左右の第２上側演出役物
横部４３０ｂからなる第２上側演出役物を備える第２上側演出役物サブユニット４０２と
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を含む。
【００６４】
　なお、第２役物ユニット４００は、一部構成を除いて左右対称の構成であるので、以下
の説明においては、左右対称部分については左側の構成について記載し、右側の構成につ
いては必要に応じて省略するか、または括弧内に記載する。
【００６５】
（第２下側役物サブユニット４０１）
　図１５、１６に示すように、第２下側役物サブユニット４０１は、演出表示装置１５０
の表示画面１５０ａの前面に沿って上下動可能な正面視で蝶の羽根を模した左右の第２下
側演出役物４２０と、第２下側演出役物４２０を上下動させるための動力を出力可能な左
右の第２下側駆動機構４４０と、第２下側駆動機構４４０の回転運動を直線運動に変換し
て左右の第２下側演出役物４２０に伝達するための左右の動力伝達機構４５０とを備える
。
【００６６】
　第２下側演出役物４２０は、内部前面に図示略の複数の光源（例えば発光ダイオード）
を内蔵し、図１５、１６に示すように、裏面側に後述のピニオンキャリア４５４が噛合す
る上下方向を向く役物用ラック４２２及び孔が上下方向へ貫通する上下一対のスラスト軸
受部４２３を有し、外側部に設けたスライド部４２１がベース部材４１０の両側部に設け
られる上下方向を向くガイドレール部４１１に上下方向へスライド可能に支持されると共
に、裏面がベース部材４１０の下部に設けた上下方向を向く固定ガイドレール４１２に後
述のように間接的に上下方向へスライド可能に支持され、第２下側駆動機構４４０の作動
をもって、図２３に示すように遊技盤１００の表示窓１０３の下側に位置して遊技者から
実質的に視認不能とする待機位置（表示窓１０３の下側）から図２４に示すように表示窓
１０３に僅かに出現する第１出現位置及び第１出現位置よりも上昇し表示窓１０３の上辺
１０３ａ近傍まで上昇して全体が出現する第２出現位置に移動して各位置に停止する。
【００６７】
　図１５、１６に示すように、第２下側駆動機構４４０は、モータ４４１と、モータ４４
１の回転軸４４２（図１７～１９参照）に固着されたピニオン４４５に噛合し前後方向を
向く軸４４３を中心に回転可能な中間平歯車４４６と、中間平歯車４４６に噛合し前後方
向を向く軸４４４を中心に回転可能な出力平歯車４４７と、ベース部材４１０に固定され
各歯車４４６、４４７を支持するケース４４８とを備える。
【００６８】
　動力伝達機構４５０は、第２下側演出役物４２０の裏面に配置され、第２下側演出役物
４５０を上下方向へ所定量スライド自在に支持するキャリアプレート４５１と、当該キャ
リアプレート４５１に相対的に上下方向へ所定量スライド可能に連結されるスライダ４５
２と、キャリアプレート４５１に前後方向の軸回りに枢支されるピニオンキャリア４５４
とを含む。
【００６９】
　キャリアプレート４５１は、正面視で左側縁（右のキャリアプレート４５１においては
右側縁）に出力平歯車４４７に噛合する上下方向のラック４５１ａを形成し、裏面に固定
されたレール４５８が上下方向を向く中間レール４５９を介して固定ガイドレール４１２
に上下方向へ移動可能に支持され、上下方向へ延伸する左右の案内棒４５６、４５７のう
ち一方の案内棒４５６が第２下側演出役物４２０のスラスト軸受部４２３に上下方向へス
ライド自在に挿入されることによって、第２下側演出役物４２０に相対的に上下方向へ移
動可能に連結される。
【００７０】
　上述により、第２下側演出役物４２０は、その裏面がキャリアプレート４５１、レール
４５８、中間レール４５９及び固定ガイドレール４１２を介してベース部材４１０の下部
に上下動可能に支持される。また、キャリアプレート４５１は、第２下側駆動機構４４０
の出力平歯車４４７がモータ４４１の回転軸４４２により図１７において時計方向へ回転
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した場合には上昇し、また、同じく図１９において反時計方向へ回転した場合には降下す
る。
【００７１】
　ピニオンキャリア４５４は、役物用ラック４２２及びスライダ４５２の後述のラック４
５２ａが噛合し得るように、キャリアプレート４５１のほぼ中央部分に前後方向を向く軸
回りに回転可能に枢支される。
【００７２】
　スライダ４５２は、役物用ラック４２２に相対する状態でピニオンキャリア４５４に噛
合する上下方向のラック４５２ａ、及び上下方向へ貫通する上下一対のスラスト軸受部４
５２ｂを有し、当該スラスト軸受部４５２ｂにキャリアプレート４５１に固定された案内
棒４５７が上下方向へスライド自在に挿入されることによってピニオンキャリア４５４に
噛合した状態でキャリアプレート４５１に上下方向へ相対移動可能に支持される。
【００７３】
　なお、スライダ４５２の上下方向への移動ストロークは、自体に設けた上下方向へ延伸
する凹部４５２ｃの上下端がケース４４８に設けた凸状のストッパ部４４８ａに当接する
ことによって、キャリアプレート４５１の上下方向への移動ストロークのほぼ半分に制限
されている。
【００７４】
　図２３に示すように、第２下側演出役物４２０が待機位置にある状態（以下、”第２下
側演出役物待機状態”と記す）においては、第２下側演出役物４２０は、遊技盤１００の
表示窓１０３の下側にあって、演出表示装置１５０の表示画面１５０ａから外れて遊技盤
１００の裏側に隠れている。この状態においては、図１７に示すように、第２下側駆動機
構４４０の出力平歯車４４７は、キャリアプレート４５１のラック４５１ａの上段部に噛
合し、ピニオンキャリア４５４は、役物用ラック４２２の上段部及びスライダ４５２のラ
ック４５２ａの下段部にそれぞれ噛合し、第２下側演出役物４２０は、上下のスラスト軸
受部４２３のうち下のスラスト軸受部４２３がキャリアプレート４５１の下部に当接しキ
ャリアプレート４５１に対して相対的に下方への移動が阻止された位置にある。スライダ
４５２は、上下のスラスト軸受部４５２ｂのうち上のスラスト軸受部４５２ｂがキャリア
プレート４５１の上部に当接しキャリアプレート４５１に対して相対的に上方への移動が
阻止された位置にある。
【００７５】
　第２下側演出役物待機状態において第２下側駆動機構４４０のモータ４４１が正転し、
出力平歯車４４７が図１７において時計方向（右の出力平歯車４４７においては反時計方
向）へ回転すると、キャリアプレート４５１は、スライダ４５２の凹部４５２ｃの下端が
ケース４４８のストッパ部４４８ａに当接してスライダ４５２の上昇移動が阻止されるま
で、スライダ４５２及び第２下側演出役物４２０と一体になって上昇移動する。
【００７６】
　そして、図２４に示すように、第２下側演出役物４２０が第１出現位置に移動すると、
そのことが図示略の位置検出センサにより検出され、モータ４４１は停止制御され、第２
下側演出役物４２０は第１出現位置に停止する。すなわち、第２下側演出役物４２０は、
待機位置から第１出現位置に上昇移動する前半期間においてはキャリアプレート４５１の
上昇移動と同じストロークだけ上昇する。
【００７７】
　図２４に示すように、第２下側演出役物４２０が第１出現位置にある状態（以下、”第
２下側演出役物第１出現状態”と記す）においては、第２下側演出役物４２０は、その上
部のみが表示窓１０３の下側から出現し、図１８に示すように、第２下側駆動機構４０の
出力平歯車４４７は、キャリアプレート４５１のラック４５１ａの中段に噛合し、スライ
ダ４５２は、凹部４５２ｃの下端がケース４４８のストッパ部４４８ａに当接することで
それ以上の上昇移動が阻止される。
【００７８】
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　図２４に示す第２下側演出役物第１出現状態からモータ４４１が正転して出力平歯車４
４７がさらに図１８において時計方向（右の出力平歯車４４７においては反時計方向）へ
回転すると、キャリアプレート４５１は、図１８に示すハーフストローク位置から図１９
に示すフルストローク位置まで上昇移動し、第２下側演出役物４２０は、図２５に示すよ
うに、上端が表示窓１０３の上辺１０３ａに接近してほぼ全体が表示窓１０３に出現する
ことで演出表示装置１５０の表示画面１５０ａに表示されている演出図柄１０００を前面
から覆い隠すような第２出現位置まで上昇移動する。
【００７９】
　この場合、キャリアプレート４５１がハーフストローク位置からフルストローク位置ま
で上昇移動する後半期間は、スライダ４５２の上昇移動が阻止されているため、スライダ
４５２のラック４５２ａに噛合しているピニオンキャリア４５４は、キャリアプレート４
５１の上昇移動に伴って、時計方向へ回転する。さらに、ピニオンキャリア４５４に噛合
している役物用ラック４２２と実質的に一体である第２下側演出役物４２０は、ピニオン
キャリア４５４の時計方向への回転に伴って、キャリアプレート４５１に対して相対的に
上昇移動する。
【００８０】
　これにより、キャリアプレート４５１がハーフストローク位置からフルストローク位置
まで上昇移動する後半期間は、第２下側演出役物４２０は、キャリアプレート４５１の上
昇移動＋キャリアプレート４５１に対する相対的上昇移動分だけ上昇移動することから、
第２下側演出役物４２０の上昇ストロークは、キャリアプレート４５１の上昇ストローク
のほぼ１．５倍となる。したがって、キャリアプレート４５１の上下方向への長さを第２
下側演出役物４２０の移動ストロークよりも短くすることができるため、第２下側役物サ
ブユニット４０１を小スペース内に配置することが可能となり、かつ第２下側演出役物４
２０を大きく上昇移動させることができる。
【００８１】
（第２上側役物サブユニット４０２）
　図１５に示すように、第２上側役物サブユニット４０２は、ベース部材４１０の上部前
面に配置され、単一の第２上側演出役物中央部４３０ａと、左右一対の第２上側可動横部
４３０ｂとからなり所定の態様で演出動作して全体形状を変形可能な第２上側演出役物と
、第２上側演出役物（４３０ａ、４３０ｂ）を演出動作させるための動力を出力可能な第
２上側駆動機構４６０とを備える。
【００８２】
　図２０～２２に示すように、上側役物駆動機構４６０は、ベース部材４１０の上部前面
に配置されるモータ４６１と、ベース部材４１０の上部前面に前後方向を向く軸４６４に
より枢支され、モータ４６１の動力により回転する平歯車４６２とを備え、平歯車４６２
の前側の回転面には、前方へ突出する連結突部４６３が設けられる。平歯車４６２は、モ
ータ４６１の動力により、連結突部４６３が最上位にある図２１に示す待機位置から時計
方向へ１８０度回転して連結突部４６３が最下位となる図２３に示す作動位置、及びその
逆へ回転可能である。
【００８３】
　図２１、２２に示すように、第２上側演出役物中央部４３０ａは、正面視で長手方向が
左右方向を向く眉型の形状であって、後述の待機位置から出現位置に移動することによっ
て、左右の第２上側演出役物横部４３０ｂ及び左右の第２下側演出役物４２０と共同して
形成する図２４に示すように正面視がハート形状の枠状演出体の上部を形成する。
【００８４】
　第２上側演出役物中央部４３０ａは、自体の中央上部に設けたスライド部４３１の裏面
がベース部材４１０の上部前面中央部に設けられる上下方向のガイド部４１３に上下方向
へ直線移動可能に支持され、スライド部４３１の左部に設けた左右方向の長孔４３２に第
２上側駆動機構４６０の平歯車４６２の連結突部４６３が平歯車４６２の回転に伴って左
右方向へ移動し得るように係合されることにより、平歯車４６２が待機位置に停止してい
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る場合には図２１に示す待機位置に保持され、平歯車４６２がモータ４６１の動力により
待機位置から作動位置に回転した場合には、待機位置から降下し図２３に示す出現位置に
直線移動し、また、平歯車４６２がモータ４６１に動力により作動位置から待機位置に回
転した場合には出現位置から上昇して待機位置に直線移動する。
【００８５】
　第２上側演出役物中央部４３０ａは、待機位置にある場合には、図２３に示すように、
遊技盤１００の表示窓１０３の上側にあって、ほぼ全体が遊技盤１００の装飾枠１０５の
裏側に隠れて遊技者から実質的に視認不能であり、出現位置にある場合には、表示窓１０
３の上側から表示窓１０３内に出現して遊技者から視認可能となる。
【００８６】
　図２０～２２に示すように、第２上側演出役物横部４３０ｂは、前述の枠状演出体の上
部の両側を形成するように正面視円弧状であって、右端部（右の第２上側演出役物横部４
３０ｂにおいては左端部）に設けた後向突部４３５がベース部材４１０の上部に設けた左
右の長孔４１４のうち左の長孔４１４にその長手方向へスライド自在に係合し、長手方向
のほぼ中央部分が前後方向の連結軸４３６により第２上側演出役物中央部４３０ａの左端
部（右の第２上側演出役物横部４３０ｂにおいては右端部）に所定角度回転自在に連結さ
れる。
【００８７】
　これにより、左右の第２上側演出役物横部４３０ｂは、第２上側演出役物中央部４３０
ａが待機位置に停止している場合には、図２１に示すように、第２上側演出役物中央部４
３０ａと左右方向へ一列に並ぶような姿勢となる待機位置に保持され、第２上側演出役物
中央部４３０ａが待機位置から出現位置へ降下した場合には、当該降下に伴って後向突部
４３５が長孔４１４を長手方向の外側へ移動しつつ後向突部４３５を中心に下方へほぼ４
５度回転し、その先端部４３０ｂ１が第２上側演出役物中央部４３０ａよりも下方へ大き
く移動した図２２に示す出現位置に移動する。
【００８８】
　第２上側演出役物中央部４３０ａ及び左右の第２上側演出役物横部４３０ｂは、それぞ
れが待機位置にある場合には、図２３に示すように、互いに左右方向へ一列に並ぶような
姿勢となることで、遊技盤１００の表示窓１０３の上側に位置して遊技盤１００の装飾枠
１０５の裏側に隠れて遊技者から実質的に視認不能であり、またそれぞれが出現位置に移
動した場合には、図２４に示すように、表示窓１０３に出現して遊技者から視認可能とな
ると共に、左右の第２上側演出役物横部４３０ｂの先端部４３０ｂ１と第１出現位置に移
動した左右の第２下側演出役物４２０の上端とが互いに当接する。
【００８９】
　左右の第２上側演出役物横部４３０ｂの先端部４３０ｂ１と左右の第２下側演出役物４
２０の上端とが互いに当接した場合には、図２４に示すように、左右の第２下側演出役物
４２０と第２上側演出役物中央部４３０ａと左右の第２上側演出役物横部４３０ｂとが共
同して、正面視でハート形状の枠状演出体を形成する。そして、演出表示装置１５０の表
示画面１５０ａに表示される演出情報１０００の全ては、枠状演出体により囲まれる。
【００９０】
　上述のように、第２上側演出役物（４３０ａ、４３０ｂ）を構成することによって、単
一のモータ４６１で第２上側演出役物中央部４３０ａを直線運動させつつ、左右の第２上
側演出役物横部４３０ｂを回転運動させてその先端部４３０ｂ１を大きく移動させること
ができる。また、第２上側演出役物中央部４３０ａ及び左右の第２上側演出役物横部４３
０ｂが待機位置にある場合には、互いに左右方向へ一列に並ぶ姿勢となって、上下方向の
寸法が縮小されるため、第２上側演出役物中央部４３０ａ及び左右の第２上側演出役物横
部４３０ｂを、遊技盤１００の表示窓１０３の上側に形成される狭い空間に遊技者が実質
的に視認不能とする待機状態で格納することが可能となる。
【００９１】
（第１役物ユニット３００及び第２役物ユニット４００の演出）
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　図２６に示すように、通常遊技状態においては、第１上側演出役物３１０、左右の第１
下側演出役物の３２０、左右の第２下側演出役物４２０及び第２上側演出役物（４３０ａ
、４３０ｂ）は、それぞれが演出表示装置１５０の表示画面１５０ａの前面から外れて遊
技者が実質的に視認不能な待機位置に停止している。但し、左右の第１下側演出役物３２
０は、遊技盤１００の透明案内壁１１３ａ、１１３ｂの後側に位置しているため、透明案
内壁１１３ａ、１１３ｂを透して遊技盤１００の前方から実質的に視認可能である。
【００９２】
　よって、通常遊技状態においては、演出表示装置１５０の表示画面１５０ａに表示され
る演出図柄１０００の変動表示及び確定表示を各演出役物３１０、３２０、４２０、４３
０ａ、４３０ｂに遮られることなく視認することが可能であり、かつ左右の第１下側演出
役物３２０の上下動及びその表示部３２２に表示される演出情報を遊技者は視認可能であ
る。
【００９３】
　通常遊技状態において、遊技領域１０１に打ち込まれた遊技球が始動入賞口１０８に入
賞し、これを契機に、主制御装置１０により実行される抽選の結果、表示画面１５０ａに
左、中、右の演出図柄１０００を所定の演出態様で所定の変動時間だけ表示演出を行った
後、「リーチ」状態になった場合には、第２役物ユニット４００の第２下側駆動機構４４
０のモータ４４１及び第２上側駆動機構４６０のモータ４６１を起動させ、図２７に示す
ように、第２下側演出役物４２０を待機位置から第１出現位置、左右の第２上側演出役物
中央部４３０ａ及び左右の第２上側演出役物横部４３０ｂを待機位置から出現位置にそれ
ぞれ移動させ、遊技盤１００の表示窓１０３内にあって、表示画面１５０の前面にハート
形状の枠状演出体を形成し、表示画面１５０ａに表示される演出図柄１０００が枠状演出
体の内側に形成されるハート形状の演出表示窓４０３内に表示される。したがって、図２
７に示す「リーチ」状態においては、通常遊技状態とは異なる形態でハート形状の演出表
示窓４０３に囲まれる表示画面１５０ａに表示される演出図柄１０００を表示されること
となり、通常遊技状態と異なる雰囲気で表示画面１５０ａの演出図柄１０００の変動表示
を楽しむことが可能となる。さらには、この状態において、第１下側演出役物３２０を上
下動させる等の演出を組み合わせても良い。
【００９４】
　図２７に示す「リーチ」状態からさらに信頼度が高い激アツの「リーチ」状態に発展し
た場合には、第１役物ユニット３００の第１上側駆動機構３６０のモータ３６２を起動さ
せ、図２８に示すように、第１上側演出役物３１０を待機位置から第１出現位置に降下移
動させ、表示画面１５０ａの前面にあって、左右の第２下側演出役物４２０及び第２上側
演出役物（４０３ａ、４０３ｂ）により形成される枠状演出体のハート形状の演出表示窓
４０３の前側に停止させる。そして、第１出現位置に停止した第１上側演出役物３１０の
表示部３１２には、表示画面１５０ａに表示されている３列の演出図柄１０００のうち中
の演出図柄に対応する演出情報または他の演出情報が表示される。
【００９５】
　図２８に示す状態において、第１上側演出役物３１０の表示部３１２に変動表示されて
いた演出情報の表示が停止し、その結果、大当りが確定した場合には、第１上側駆動機構
３６０のモータ３６２を起動させ、第１上側演出役物３１０を第１出現位置からさらに降
下させる。これにより、図２９に示すように、第１上側演出役物３１０は、表示画面１５
０ａの前側を縦に断ち切って表示窓１０３の下辺１０３ｂ近傍で、かつ透明案内壁１１３
ｂの凹部１１３ｃ内に陥入する第２出現位置まで降下する。これにより、第１上側演出役
物３１０を、演出表示装置１５０の表示画面１５０ａの前側を縦断させ、表示画面１５０
ａに表示される演出図柄１０００の視認を遮ることがない第２出現位置まで降下させるこ
とが可能となる。
【００９６】
　続いて、大当りが確定し大当り遊技状態に移行した場合には、大入賞装置１０９の開閉
板が開放し、遊技球が入球し易い第２状態に変化する。そして、これとほぼ同時に、第２
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下側駆動機構４４０のモータ４４１を起動させ、左右の第２下側演出役物４２０は、第２
出現位置に停止している第１上側演出役物３１０の後側を通過して第１上側演出役物３１
０よりも高い位置に上昇する第２出現位置まで移動する。第２下側演出役物４２０が第２
出現位置に移動した形態においては、図３０に示すように、左右の第２下側演出役物４２
０が第１上側演出役物３１０よりも上方にあって、蝶のような形態となる。この状態にお
いては、左右の第２下側演出役物４２０が演出表示装置１５０の表示画面１５０ａの前側
にあって、表示画面１５０ａの表示領域のほぼ全体を覆い隠し、第１上側演出役物３１０
の表示部３１２及び左右の第１下側演出役物３２０の表示部３２２には、そのときの遊技
状態に応じて表示画面１５０ａに表示される演出図柄１０００と同一の情報を示す演出情
報または大当り時の残りラウンド回数または消化ラウンド回数、または確変か否かが表示
される。そして、大当り遊技状態が終了すると、全ての演出役物は、待機位置に戻る。
【００９７】
　以上により、本実施形態においては、第１上側演出役物３１０、第１下側演出役物３２
０、第２上側演出役物（４３０ａ、４３０ｂ）及び第２下側演出役物４２０の演出動作を
もって、多彩な演出を実現することが可能となり、表示画面１５０ａにおける演出図柄１
００おの表示への注目度の向上を実現することができる。
【００９８】
 以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で、本
実施形態に対して、次のような種々の変形や変更を施すことが可能である。
　第１上側演出役物３１０を上下方向へ移動可能とした前記実施形態に代えて、表示画面
１５０ａの前側を左右方向へ移動可能とする。そして、第１上側演出役物３１０は、待機
位置にあるとき、表示窓１０３の左右いずれかの一辺の近傍に位置し、第２出現位置に移
動する場合には表示画面１５０ａを前側を横切って表示窓１０３の前記一辺に対向する対
向辺の近傍に位置するようにする。さらには、第１下側演出役物３２０を上下一対として
、左右方向へ移動可能な構成とし、第１上側演出役物３１０が第２出現位置にした場合に
は、上下一対の第１下側演出役物３２０の間に介在して、上下方向へ一列に並ぶようにす
る。
【００９９】
　なお、特許請求の範囲に記載した本発明に係る第１役物は、本実施形態の第１上側演出
役物３１０、第２役物は、第１下側演出役物３２０にそれぞれ相当する。
【符号の説明】
【０１００】
１　遊技機　　　　　　　　　　　　２　機枠
３　本体枠　　　　　　　　　　　　４　ガラス扉
４ａ　ガラス窓　　　　　　　　　　５　前面装飾板
６　受皿　　　　　　　　　　　　　７　発射ハンドル
８　スピーカ　　　　　　　　　　　１０　主制御装置
２０　副制御装置　　　　　　　　　３０　払出発射制御装置
３１　賞球払出装置　　　　　　　　４０　電源装置
５０　遊技盤ユニット　　　　　　　１００　遊技盤
１０１　遊技領域　　　　　　　　　１０２　ガイドレール
１０３　表示窓　　　　　　　　　　１０３ａ　上辺
１０３ｂ　下辺　　　　　　　　　　１０４　風車
１０５　装飾枠　　　　　　　　　　１０６　ワープ孔
１０７　ステージ　　　　　　　　　１０８　始動入賞口
１０９　大入賞装置　　　　　　　　１１０　スルーチャッカ
１１１　普通入賞口　　　　　　　　１１２　アウト口
１１３ａ、１１３ｂ　透明案内壁（透明部）
１１３ｃ　凹部　　　　　　　　　　１１５　特別入賞装置
１５０　演出表示装置　　　　　　　１５０ａ　表示画面
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２００　装飾板　　　　　　　　　　２１０　開口部
３００　第１役物ユニット　　　　　３０１　第１上側役物サブユニット
３０２　第１下側役物サブユニット　３１０　第１上側演出役物
３１１　長孔　　　　　　　　　　　３１２　表示部
３２０　第１下側演出役物　　　　　３２２　表示部
３３０　ベース部材　　　　　　　　３３２　縦プレート
３３４　ガイド棒　　　　　　　　　３３６　スライダ
３３６ａ　ケース　　　　　　　　　３３６ｂ　ローラ
３３８　スライダ　　　　　　　　　３３８ａ　ケース
３４０　連結プレート　　　　　　　３４１　長孔
３５０　装飾プレート　　　　　　　３５１　長孔
３６０　第１上側駆動機構　　　　　３６１　ケース
３６２　モータ　　　　　　　　　　３６３　軸
３６４　ピニオンギヤ　　　　　　　３６５　中間平歯車
３６６　軸　　　　　　　　　　　　３６７　出力平歯車
３６７ａ　連結軸部　　　　　　　　３６７ｂ　アーム部
３７０　可動アーム　　　　　　　　３７１　軸
３７２　前向軸部　　　　　　　　　３７３　後向軸部
３７４　長孔　　　　　　　　　　　３８０　第１下側駆動機構
３８１　ケース　　　　　　　　　　３８２　モータ
３８３　セクタギヤ　　　　　　　　３８３ａ　軸
３８４　ピニオンギヤ　　　　　　　３８５　第１リンク
３８５ａ、３８５ｂ　軸　　　　　　３８６　第２リンク
３８６ａ、３８６ｂ、３８６ｃ　軸　４００　第２役物ユニット
４０１　第２下側役物サブユニット　４０２　第２上側役物サブユニット
４０３　演出表示窓　　　　　　　　４１０　ベース部材
４１１　ガイドレール部　　　　　　４１２　固定ガイドレール
４１３　ガイド部　　　　　　　　　４１４　長孔
４２０　第２下側演出役物　　　　　４２１　スライド部
４２２　役物用ラック　　　　　　　４２３　スラスト軸受部
４３０ａ　第２上側演出役物中央部（第２上側演出役物）
４３０ｂ　第２上側演出役物横部（第２上側演出役物）
４３０ｂ１　先端部　　　　　　　　４３１　スライド部
４３２　長孔　　　　　　　　　　　４３５　後向突部
４３６　連結軸　　　　　　　　　　４４０　第２下側駆動機構
４４１　モータ　　　　　　　　　　４４２　回転軸
４４３、４４４　軸　　　　　　　　４４５　ピニオン
４４６　中間平歯車　　　　　　　　４４７　出力平歯車
４４８　ケース　　　　　　　　　　４４８ａ　ストッパ部
４５０　動力伝達機構　　　　　　　４５１　キャリアプレート
４５１ａ　ラック　　　　　　　　　４５２　スライダ
４５２ａ　ラック　　　　　　　　　４５２ｂ　スラスト軸受部
４５２ｃ　凹部　　　　　　　　　　４５４　ピニオンキャリア
４５６、４５７　案内棒　　　　　　４５８　レール
４５９　中間レール　　　　　　　　４６０　第２上側駆動機構
４６１　モータ　　　　　　　　　　４６２　平歯車
４６３　連結突部　　　　　　　　　４６４　軸
５００　セット板　　　　　　　　　５１０　開口部
１０００　演出図柄
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